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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成29年６月28日に提出いたしました第79期（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）有価証券報告書の

記載事項のうち、連結キャッシュ・フロー計算書において、連結貸借対照表で有価証券勘定に含まれる償還期間が３

か月以内の譲渡性預金について、連結キャッシュ・フロー計算書上で現金及び現金同等物に含めていないことが判明

したことにより、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　

　第一部　企業情報

    第１　企業の概況

     １　主要な経営指標等の推移

      (1)連結経営指標等

    第２　事業の状況

     １　業績等の概要

      (2)キャッシュ・フローの状況

        (投資活動によるキャッシュ・フロー）

    第５　経理の状況

     １ 連結財務諸表等

      (1)連結財務諸表

         ④ 連結キャッシュ・フロー計算書

         注記事項

           (連結キャッシュ・フロー計算書関係)

             １ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

(訂正前）

回次 第75期 第76期 第77期 第78期 第79期

決算年月 平成25年３月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △15,867 △7,622 △1,790 △21,845 △18,005

現金及び現金同等物
の期末残高

(百万円) 63,847 88,537 96,320 100,236 76,723
 

　　(訂正後）

回次 第75期 第76期 第77期 第78期 第79期

決算年月 平成25年３月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △15,867 △7,622 △1,790 △21,845 △5,505

現金及び現金同等物
の期末残高

(百万円) 63,847 88,537 96,320 100,236 89,223
 

 

 
第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(2) キャッシュ・フローの状況

　　(訂正前）

連結キャッシュ・フローにつきましては、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末に

比べ23,513百万円減少し76,723百万円となりました。

 
　　(訂正後）

連結キャッシュ・フローにつきましては、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末に

比べ11,013百万円減少し89,223百万円となりました。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　(訂正前）

当連結会計年度における投資活動の結果、支出した資金は18,005百万円であり、前連結会計年度と比較します

と3,840百万円支出額が減少しております。この主な要因は、有価証券の売却及び償還による収入の増加によるも

のであります。

 
　(訂正後）

当連結会計年度における投資活動の結果、支出した資金は5,505百万円であり、前連結会計年度と比較しますと

16,340百万円支出額が減少しております。この主な要因は、有価証券の売却及び償還による収入の増加によるも

のであります。
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第５ 【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

(1)【連結財務諸表】

④【連結キャッシュ・フロー計算書】

(訂正前）

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の取得による支出 △9,498 △34,902

 有価証券の売却及び償還による収入 12,147 38,028

 投資活動によるキャッシュ・フロー △21,845 △18,005

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,715 △21,681

現金及び現金同等物の期首残高 96,320 100,236

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同
等物の増減額（△は減少）

－ △1,831

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  100,236 ※1  76,723
 

 

　　　(訂正後）

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の取得による支出 △9,498 △1,402

 有価証券の売却及び償還による収入 12,147 17,028

 投資活動によるキャッシュ・フロー △21,845 △5,505

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,715 △9,181

現金及び現金同等物の期首残高 96,320 100,236

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同
等物の増減額（△は減少）

－ △1,831

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  100,236 ※1  89,223
 

 

【注記事項】

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　(訂正前）

 
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

株式及び償還期間が３か月を超える債券等 △16,647百万円 △19,127百万円

現金及び現金同等物 100,236百万円 76,723百万円
 

 

　　　(訂正後）

 
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

株式及び償還期間が３か月を超える債券等 △16,647百万円 △6,627百万円

現金及び現金同等物 100,236百万円 89,223百万円
 

EDINET提出書類

株式会社アマダホールディングス(E01486)

訂正有価証券報告書

4/4


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	１業績等の概要
	第５経理の状況

	１連結財務諸表等
	(1)連結財務諸表
	④連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項




